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論文内容の要旨
本論文は，生化学的興味だけでなく広く有効に利用されることが期待できる 1- アミノアルカンー
し 1- ジホスホン酸誘導体(以後これらをアミノジホスホン酸と呼称する)を合成し，その性状を
明らかにすると共に，有効利用を図ることを目的としたものである。
第 1 章では，アミノジホスホン酸を数多く合成すると共にその合成反応の適応限界を明らかにして
いる。
第 1 節では，原料とした酸アミドの立体的混雑さが反応を大きく制限することを明らかにしている。
第 2 節では，原料としたニトリルに強い電子吸引基を導入すると，収率よく対応するアミノジホス
ホン酸が得られることを明らかにしている。
第 3 節では， 2 一位にハロゲン原子が置換した酸アミドあるいはニトリルを原料とした場合，反応
条件によってハロゲン原子が還元的脱離したアミノジホスホン酸が生成することを見い出している。
第 4 節では，ジメチルアミノメタンジホスホン酸テトラエチルエステルを合成し，そのエステル部
を加水分解することにより対応するアミノジホスホン酸を合成し，またこれに伴って，エナミンホス
ホン酸エステルを簡便かっ高収率で与える新合成法を開発している。
第 2 章では合成したアミノジホスホン酸の性状を明らかにしている。
第 1 節では，アミノジホスホン酸の構造と解離定数との関係を考察している。
第 2 節では， 2 一位にハロゲン原子を有するアミノジホスホン酸をアルカリ処理すると，ジェミナ
ルホスホノ基の l つが 1 ， 2 ーシフトすることを見い出し，また 2 一位に 2 つの塩素原子を有する場
合には， 1 , 2 ーシフトにヲ|き続き ， ß-脱離反応が起こることを明らかにしている。
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第 3 節では， 2 一位に強い電子吸引基を導入すると，ジェミナルホスホノ基は NMR(100 MHz) の
tﾎme scale に対して非等価になることを見い出し，これは解離し難い分子内塩の形成が原因してい
ると推論している。
第 3 章では，アミノジホスホン酸の有効利用を図っている。
第 1 節では，アミノジホスホン酸がキレート化試剤として有効で、あることを示している。
第 2 節では，アミノジホスホン酸の一部に除草活性を有するものがあることを見い出し，新しい除
草剤を開発している。
論文の審査結果の要旨
本論文は，生化学的挙動並びに界面活性などに興味ある特性が見い出されているアミノホスホン酸
誘導体以上の特性を示すことが期待される 1 ーアミノアルカン-1. 1 ージホスホン酸誘導体の合成
反応を検討し，効率のよい合成法を確立している。さらにこれら合成した誘導体の構造と基礎物性の
関係を明らかにして，キレート化試剤として，また新しい優れた特性をもっ除草剤を開発している。
すなわちアミノジホスホン酸誘導体の合成反応を確立し，さらに系統的に基礎物性より応用開発を
行ったもので，学術的にも工業的にも寄与するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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